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勤務時における服装の見直しについて 

京都銀行(頭取 安井 幹也)は、２０２３年１０月２日（月）より、誰もが自分ら

しく力を発揮し活躍できる職場を実現するため、またジェンダー・ダイバーシティ

の取り組みの一環として、従業員の服装の見直しを図ってまいりますのでお知らせ

いたします。服装については、ルールを設け、ＴＰＯ（時・場所・場合）に応じた

爽やかで清潔感のある身だしなみを基本といたします。 

当行グループでは、従業員を企業価値向上の源泉である財産（人財）ととらえ、経

営戦略と連動した人財戦略の実施（＝人的資本経営）に取り組んでおります。 

その実現には、全従業員が多様な価値観・考え方を認め合い、各人が持てる能力

を最大限に発揮でき、いきいきと働ける職場づくりが不可欠であり、本取り組みを

通じて、今後より一層、人的資本経営の推進を加速してまいります。 

記 

１．服装に関する基本的な考え方 

（１）グループ役職員が地域社会を牽引し、ともに未来を創造する存在であり続けるた

めに、お客さまからみて安心感があり、信頼感、好感が得られる服装 

（２）爽やかで清潔感があり、顧客応対時や執務時などＴＰＯ（時・場所・場合）に応

じてふさわしい服装 

２．具体的な服装について 

（１）行員 

スーツ（制服の着用は廃止） 

（２）パートタイマー 

スーツまたはオフィスカジュアル※（希望者は引続き制服を着用） 

※シンプルで清潔感のあるビジネスシーンにふさわしい服装 

３．開始日 

２０２３年１０月２日 

※２０２３年１０月２日から１２月３１日は移行期間といたします。 

以 上 

 京都銀行グループでは、従来から「地域社会の繁栄に奉仕する」という経営理念に基づいた企業活動
を行ってまいりました。今後も経営理念のより一層高いレベルでの実践であるSDGs達成に向け、地
域の社会課題の解決に貢献してまいります。なお、関連するプレスリリースにその目標であるSDGs
のアイコンを明示しております。 

【SDGs】2015年9月に国連で採択された、経済・社会・環境のあり方についての2030年までの
世界共通目標。17のゴールと169のターゲットで構成されている。 


